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中には天皇と称して、 尊 を以て号と為す。五畿七道有り、三島に附庸の国 百余。
みこと
『吾妻鏡』 本国 君臣の事蹟を紀す。吾妻は、島の名なり。木下の人 平秀吉
しる
























簾外茘支紅映肉 簾外 茘支 紅 肉に映え
動人情処是中単 人の情を動かす処は是れ中単
（自注）女子襯衣、俗皆尚紅色。中単、『中華古今注』「襯衣也。又名汗衫。」黄公度「日本雑

















蓬観蘭台久劫灰 蓬観・蘭台 久しく劫 灰（※「劫灰」、底本作「刼灰」）
ごふくゎい
金閨空数不凡才 金閨 空しく数ふ 不凡の才
かぞ











杜鵑啼血涴霊衣 杜鵑 血を啼いて 霊衣を涴し
は けが
累我青衫涙一揮 我が青衫を累なひて 涙 一たび揮ふ
さむ そこ ふる




















































白河船内夜迢迢 白河 船内 夜 迢迢
空唱刀環慰寂寥 空しく刀環を唱ひて寂寥を慰さむ
忽夢帰船天際去 忽ち帰船の天際に去り
万山風葉落如潮 万山 風葉 落つること潮の如きを夢む





春城帰馬蹴花驕 春城 帰馬 花を蹴みて驕り
ふ
回首三台近絳霄 首を回らせば 三台 絳霄に近し
昨夜侍中新拝表 昨夜 侍中 新たに表を拝し
酒家到処売金貂 酒家 到る処 金貂を売る
（自注）議院開閉、 皆以春。今年議員坐貨敗、繋獄者且二十人。（議院の開閉、皆な春を以
てす。今年 議員 貨敗に坐し、獄に繋がるる者 且に二十人にならんとす。）
これは、1908（明治41）年に発覚した日本製糖汚職事件を題材にする。また、
「東京雑事詩」其二十二
宮禁争伝艶事新 宮禁 争ひて伝ふ 艶事の新たなるを
掖庭麗市号多春 掖庭 麗市 春多きを号す
相公垂老功名重 相公 垂老 功名 重し
金印何堪換美人 金印 何ぞ堪へん美人に換ふるに
（自注）田中宮相、見少女小林某、惑之欲為妻。朝議非之、遂掛職去。曰「一宮内大臣足以


















樹底迷楼画裏人 樹底 迷楼 画裏の人
金釵沽酒酔余春 金釵 酒を沽る 酔余の春
う









流水遊龍闘宝車 流水 遊龍 宝車を闘かはす





















春華荳蔲十三余 春華 荳蔲 十三余
















































































































































１蓬観蘭台久刼灰 蓬観・蘭台 久しく劫 灰（※「劫灰」、底本作「刼灰」）
ごふくゎい
２金閨空数不凡才 金閨 空しく数ふ 不凡の才
かぞ






































































志』の姉妹篇として構想されたため、二百首全体を ①国勢 ②天文 ③地理 ④政治 ⑤文学





２春華荳蔲十三余 春華 荳蔲 十三の余
















































































２表体装成寿至尊 表体 装 成りて 至尊を寿ぐ
ことほ






























枝故自欒（禁庭の侍史 今 宿を同じくし、宮帽の花枝 故より自ら欒たり）」と見える。
もと
［簪花］花の咲いた枝で冠を髪に留める。『宋史』礼志十五・嘉礼三・聖節に、「是日早、文武百






























２金釵沽酒酔余春 金釵 酒を沽る 酔余の春






















































１春城帰馬蹴花驕 春城 帰馬 花を蹴みて驕り
ふ
２回首三台近絳霄 首を回らせば 三台 絳霄に近し
かうべ めぐ
３昨夜侍中新拝表 昨夜 侍中 新たに拝表す
４酒家到処売金貂 酒家 到る処 金貂を売ると
（自注）議院開閉、皆以春。今年議員坐貨敗、繋獄者且二十人。（議院の開閉、皆な春を以てす。






































































２暦日推尋有歳差 暦日 推尋すれば 歳差有り
３児女家家雛祭早 児女 家家 雛 祭 早く
ひなまつり





























年史創春王月、改朔書焚夏小正。四十余周伝甲子、竟占亀兆得横庚（紀年 史は創む 春 王の
はじ






















































































































１金縷歌残酒未消 金縷 歌は残し 酒は未だ消えず
２迎人更折小蛮腰 人を迎へて更に小蛮の腰を折る
３朱門十里伝箋去 朱門 十里 箋を伝へ去けば
い




































































１霉雨声中夜漏沈 霉雨 声中 夜漏 沈かに
しづ
２泥人煤麝故深深 泥人 煤麝 故より深深たり
ばいじや もと
３篆文百曲香銷後 篆文 百曲 香 銷えし後

























九天の上、宮漏 沈沈として 清吹 繁し）」とあり、宋・呂南公「風雨」に「風雨蕭蕭夜漏



















































































１平明閶闔九重開 平明 閶闔 九重 開き
しやうかふ
２紅粉千行夜猟回 紅粉 千行 夜猟より回る
かへ
３百万市民斉脱帽 百万の市民 斉しく帽を脱し






























































１万家井竈緑楊煙 万家 井竈 緑楊の煙
せいそう
２桜筍初開四月天 桜筍 初めて開く 四月の天
３十里隅田川上路 十里 隅田 川上の路
す み だ






































































１歌舞中宵月未斜 歌舞 中宵 月 未だ斜めならず

















































はふも、然れども其の妻 柳氏 絶だ 兇 妬なり。故に東坡に詩有りて云ふ、『龍邱居士も亦た憐
はなは きよう と













１杜鵑啼血涴霊衣 杜鵑 血に啼きて 霊衣を涴し
けが
２累我青衫涙一揮 我が青衫に累ひて 涙 一たび揮ふ
せいさむ まと

















































夜開（玉瓶 露を盛り 春を扶けて起ち、錦帳 灯を囲み 夜を照らして開く）」と。
たす た
［春晼晩］春が暮れようとする。「晼晩」は季節が移り変わろうとする様、畳韻。唐・李商隱「無























１春動禅関蟢子飛 春 禅関に動きて 蟢子 飛び
２四山花雨閉双扉 四山 花雨 双扉を閉ざす




























徳輿「玉台体」詩十二首其十一に「昨夜裙帯解、今朝蟢子飛（昨夜 裙帯 解け、今朝 蟢子
飛ぶ）」とあるのを踏まえ、近く夫を迎えることになることを暗示する。
［四山］四方の山。唐・張祜「東山寺」詩に「半夜四山鐘磬尽、水精宮殿月玲瓏（半夜 四山 鐘







































２金獣銜鐶鎖碧閨 金獣 鐶を銜みて 碧閨を鎖す
とざ


































































ご ゆ さいおう たいりよ まじ
「言酔飽酣楽、合罇促席、男女雑坐、比肩斉膝、恣意調戯、乱而不分別也。（言ふこころは酔飽
酣楽して、罇を合はせ席を促らせ、男女 雑り坐し、肩を比べ膝を斉へ、意を 恣 にして調










３花影四廂新浴後 花影 四廂 新浴の後































































































































１旅行西去路漫漫 旅行して 西に去けば 路 漫漫として
い
２地入函根夏亦寒 地 函根に入れば 夏も亦た寒し
３海日五更窓底出 海日 五更 窓底より出で




































（草堂 窓底 春醅を漉し、山寺 門前 暮雨に逢ふ）」と。
はい こ
［万山飛瀑］多くの山々と滝。明・曹学佺編『石倉歴代詩選』巻四百八十五に引く明・顧応祥「漳
水合流為張西林郡守賦」詩に「千山飛瀑響雷車、雨後洪濤勢転加（千山 飛瀑 響き 雷車のご
とく、雨後 洪濤 勢ひ 転た加はる）」と見え、「○山飛瀑画」の形でしばしば画題とされる。
うた
［捲簾看］カーテンを巻き上げて眺める。語は唐・崔顥「代閨人答軽薄少年」詩に「桃李花開覆井
















１羽扇揮車過五陵 羽扇 車を揮ひて 五陵を過ぎ
ふる
２翠微宮闕影層層 翠微の宮闕 影 層層
３御門六月槐陰暗 御門 六月 槐陰 暗く
ご もん くゎいいん









































































３仙子楼台人富貴 仙子の楼台 人 富貴
４教坊争説牡丹侯 教坊 争ひて説く 牡丹侯
（自注）伊藤相国、風流放誕、至老益肆、雛伎苦之。号牡丹侯、時未進公爵也。後以難死哈爾賓。
（伊藤相国、風流放誕、老ゆるに至りて益ます 肆 にし、雛伎 之れに苦しむ。牡丹侯
ます ほしいまま すう ぎ
と号し、時に未だ公爵に進まざるなり。後に難を以て哈爾賓に死す。）





































の僊人及び不死の薬 皆な焉に在り。其の物 禽獣 尽く白くして、黄金・銀もて宮闕と為
ここ
す。）」とあり、白居易「長恨歌」に「忽聞海上有仙山、山在虚無縹緲間。楼閣玲瓏五雲起、其
































１宮禁争伝艶事新 宮禁 争ひて伝ふ 艶事の新たなるを
２掖庭麗市号多春 掖庭 麗市 春多きを号ぶ
さけ
３相公垂老功名重 相公 老いに垂んとして 功名 重し
なんな
４金印何堪換美人 金印 何ぞ堪へん 美人に換ふるに
た か
（自注）田中宮相、見少女小林某惑之、欲以為妻。朝議非之、遂掛職去曰、「一宮内大臣足以嚇老




































































１帳幅青紗論女権 帳幅 青紗 女権を論じ
２未甘噤口学寒蝉 未だ口を噤んで寒蝉に学ぶに甘んぜず
３維摩病後雄談減 維摩 病後 雄談 減じ
４姉妹双携拝弁天 姉妹 双つながら携へて 弁天を拝す
たづさ
（自注）俗貴男賎女。女好媚鬼神。弁天祠在上野公園内、祀弁才天。遊公園者、争拝之、以乞慧。





























































２汗膩生綃午夢回 汗膩 綃に生じて 午夢より回る
かん ぢ きぬ かへ
３九陌春雲高不落 九陌 春雲 高くして落ちず
























無痕（肌は濃く汗は膩らかに 朱粉 勻しく、人に背きて涙を揮ひ 粧 痕無し）」と見える。
なめ ひと ふる あと
［生綃］まだ漂白されていない絹織物。
［午夢回］昼寝から覚める。宋・范成大「午窓遣興家人謀過石湖」詩に「燻爐花気朝酲解、茶鼎松





























２欲寄相思字態殊 相思に寄せんと欲して 字態 殊なり
３故作諫言欺阿母 故 に諫言を作して 阿母を欺き
ことさら








































採蓮、蓮葉何田田、魚戯蓮葉間（江南 蓮を採るべし、蓮葉 何ぞ田田たる、魚は戯る 蓮葉の
間）」と見える。
［欲寄相思］恋人に手紙を送る。唐・杜牧「寄遠」詩に「欲寄相思千里月、渓辺残照雨霏霏（相思






























２春動眉尖帯暗愁 春 眉尖に動きて 暗愁を帯ぶ
３為恐横陳廂髪乱 為に恐る 横陳して 廂髪の乱るるを
ため ひさし
４晩妝卸後更梳頭 晩妝 卸して後 更に頭を 梳 る
おろ かうべ くしけづ
（自注）廂髪、髻名、形鬆秀如倭堕髻。弱年婦女多梳之、睡時以高角枕承肩、下髻不著席、防散乱
也。（廂髪、髻の名、形 鬆秀なること倭堕髻の如し。弱年の婦女 多く之れを 梳 り、




































［晩妝］夜化粧。南朝梁・鮑泉「寒閨詩」に「風急朝機燥、鏡暗晩妝難（風 急にして 朝機 燥
かわ



















２斑管烏糸学字初 斑管 烏糸 字を学ぶの初め
３自撰誄文修筆塚 自ら誄文を撰して筆塚を修め
ふでづか
４蕉窓日課六朝書 蕉窓 日び課す 六朝の書
（自注）近時都下盛行六朝書法。聞為中村不折氏所提倡。筆画整飾明晰可認。（近時 都下 六朝




























































１明珠胎後数年華 明珠 胎みし後 年華を数へ
はら











































脈通、太衝脈盛、月事以時下、故有子。（女子 七歳にして、腎気 盛んに、歯 更はり 髪
か



















１入画崔徽已自傷 画に入りて 崔徽 已に自ら傷つけ
さい き
２更誰鏡裏証空王 更に誰か 鏡裏 空王に証せん
３写真寄到知肥痩 真を写して寄せ到れば 肥痩を知る






























































３争説阿姨顔色好 争ひて説く 阿姨 顔色 好しと







































１残妝卸後怯春寒 残妝 卸して後 春の寒きに怯え
おろ
２偸傍灯椸帯笑看 偸かに灯椸に傍ひ笑ひを帯びて看る
ひそ とう い そ
３簾外荔支紅映肉 簾外の荔支 紅 肉に映じ
４動人情処是中単 人の情を動かす処は是れ中単
（自注）女子襯衣、俗皆尚紅色。「中単」、『中華古今注』、襯衣也、又名汗衫。黄公度「日本雑事
詩」謂是 褌 、疑別有本。（女子の襯衣、俗 皆な紅色を尚 ぶ。「中単」、『中華古今注』








































裴道州の手札を枉げ、率爾 興を遣りて寄せ、近く蘇渙侍御に呈す）」詩に「憶ふ 子 初めて
ま や






















３年来莫怪相思苦 年来 怪しむ莫かれ 相ひ思ふこと苦しと


































































１細喘軽顰著意嬌 細く喘ぎ軽く顰めて 意を 嬌 しきに著け
あへ ひそ なまめか つ
２毎逢夏痩更魂銷 夏痩に逢ふ毎に 更に魂 銷ゆ
なつやせ き


























































































































３指鐶愛買金剛石 指鐶 買ふを愛す 金剛石
４牽袖低呼白牡丹 袖を牽きて 低く呼ぶ 白牡丹
（自注）白牡丹、宝石肆名、為市中第一。毎約婚、則以宝石指鐶為質、俗尚然也。故肆前車馬成市。
（白牡丹、宝石肆の名、市中第一と為す。婚を約す毎に、則ち宝石の指鐶を以て質と為し、






















































を聞き、甚だ驚きて曰く、『吾 本 卿 多しと謂へり、故に求めしのみ』と。対へて曰く、
もと
『丈人 恭を悉せず、恭 人と作り 長物無し』と。）」と見える。
しつ な
［琅玕］玉に似た美しい石。曹植「美女篇」（『文選』巻二十七、『玉台』巻二）に「攘袖見素手、
皓腕約金環。頭上金爵釵、腰佩翠琅玕（袖を攘げて素手を 見 し、皓腕 金環を約す。頭上 金
かか あらは かうわん
















１曾伝窮袴漢宮来 曾て伝ふ 窮袴 漢宮より来たると
かつ
２結束家家闘別裁 結束 家家 別裁を闘ふ
きそ
３除是泥郎親解帯 是れ泥郎の親しく帯を解くを除きて

























































１紅錦纏頭百琲珠 紅錦 頭に纏ひ 百琲の珠
かうべ まと ひ





















頭（百宝 腰帯に装ひ、真珠 臂韝に絡ふ。笑ふ時 花 眼に近く、舞ひ 罷みて 錦 頭に纏








































子無し。平陽主 諸良家の子女十余人を求め、飾りて家に置く。武帝 霸上に祓 して還り、因
はらひ
って平陽主に過る。主 侍はふる所の美人を見えしむ。上 説ばず。既に飲み、謳者 進み、













１挿撥沈吟態更嬌 撥を挿み沈吟して 態 更に 嬌 しく
はさ なまめか
２三弦奏後已魂銷 三弦 奏せし後 已に魂 銷ゆ
き




































題長句。」詩に「水南地空多明月、山北天寒足早霜（水南は 地 空しくして 明月多く、山北
は 天 寒くして 早霜足る）」と。
［夢到揚州］夢の中で揚州に行く。宋・謝逸「送王禹錫」二首其一に「十里珠簾皆可意、西風吹夢

















２重簾微度乳花香 重簾 微かに度る 乳花の香
３衵衣斜抹紅酥膩 衵衣 斜めに抹りて 紅酥 膩に




































































３車馬六街風雪裏 車馬 六街 風雪の裏
４誰家児女買春衣 誰が家の児女か 春衣を買ふ
（自注）毎歳暮衣肆榜於門曰「春衣大売出」。蓋新春宴会之服也。富者争購之、所至成市。（毎歳


















































１太学伝経別置科 太学 伝経 別に科を置き
２漢儒口説女師多 漢儒 口説 女師 多し



















































武 周の玉壁を攻むるも、士卒 死する者 十に四五。神武 恚憤して、疾ひ 発す。周王 令
い ふん やま































































































１酒後調箏客到家 酒後 箏を調べて 客 家に到り
２謝他竹葉引羊車 他の竹葉の羊車を引くを謝す
か
３燕支春冷江南井 燕支 春 冷たし 江南の井














































１腸断離宮劫後灰 腸は断たる 離宮 劫後の灰（※「劫」、底本作「刼」）
２江都西苑忍重開 江都 西苑 忍んで重ねて開く
３燕泥緑遍空庭草 燕泥 緑は遍し 空庭の草


























































１巷陌哀歌動楚些 巷陌 哀歌 楚些を動かし
かうはく そ さ
２各揮清涙弔虫沙 各おの清涙を揮ひて 虫沙を弔ふ







































































３夕陽低堕紅牆影 夕陽 低く堕とす 紅牆の影
お こうしやう





















































１星泥辛苦築花壇 星泥 辛苦して 花壇を築き
２留得春華隔夜看 春華を留め得て 夜を隔てて看る
３四角珠灯新宴罷 四角の珠灯 新宴 罷み















































































































１汽車欲発両神傷 汽車 発せんと欲すれば 両神 傷み
２絶塞深閨各断腸 絶塞 深閨 各おの断腸
３灯火自流人自遠 灯火は自ら流れ 人は自ら遠し




































































３屏灯影底巾釵乱 屏灯の影底に 巾釵 乱れ















































































































































































３銀箭伝呼新賜宴 銀箭 伝呼す 新たに宴を賜ふと



































月墜江波（銀箭 金壺 漏水 多く、起ちて看る 秋月の江波に墜つるを）」と。
［伝呼］声を掛けてふれ回る。南朝梁・陸倕「新刻漏銘」序（『文選』巻五十六）に「衛宏載伝呼






















１荒川灯火画船帰 荒川 灯火 画船 帰り
２簫鼓家家闘伎囲 簫鼓 家家 闘伎を囲む
せう こ
３貂綺行廬羊胛酒 貂綺 行廬 羊胛の酒
てう き やうかふ
















































日に内集し、児女と文義を講論す。俄にして雪 驟す。公 欣然として曰く、『白雪 紛紛たる
にはか しう











歳時記』巻五・十一月にも「看雪 隅田川堤 三囲 長命寺の辺 真崎 真土山 上野（山内
都て雪景よし） 不忍池 湯島台 神田社地 お茶の水土手 日暮里諏訪社辺（別当浄光寺を雪











３夕陽倒射黄金塔 夕陽 倒 に射す 黄金の塔
さかしま



















































鴻。（霊璈 清くして 以て鸞を集め、哀弦 急にして 鴻を驚かす。）」
３夕陽倒射黄金塔 ４紅瓦粼粼白鷁高
［倒射］逆さまに照らす。凌雲閣が高いために、夕陽が下から照らす。宋・蘇軾「衆妙堂」詩に
「余光照我玻璃盆、倒射窓几清而温（余光 我を照らす 玻璃の盆、窓几を 倒 に射し 清くし




















３樺燭千条帰路晩 樺燭 千条 帰路 晩く
くゎしよく おそ


























未だ村に至らざるに、日 暮る。道辺に一の新草の小屋有り、一女子 門を出づるに、年 十六
七可り、姿容 端正、衣服 鮮潔たり。望みて周の過ぐるを見、謂ひて曰く、『日 已に暮れに
ばか






































夜短更籌急（風 細くして 雨声 遅く、夜 短くして 更籌 急なり）」と。
かうちう
［雨糸］糸のように細い雨。晩唐、五代前蜀・韋荘「丙辰年、鄜州遇寒食、城外酔吟、五首」其五










１暁挟琳書入紫閽 暁に琳書を 挟 んで紫閽に入り
さしはさ し こん
２羞擎紈扇障眉痕 羞ぢて紈扇を擎げ 眉痕を 障 る
ぐゎんせん ささ さへぎ































































１宮様争伝禁内妝 宮様 争ひて伝ふ 禁内の妝
２舞衣波折太郎当 舞衣 波折して 太だ郎当
３女紅詔罷江南錦 女紅 詔 して罷めしむ 江南の錦
みことのり



















杜韋娘（高髻 雲鬟 宮様の妝、春風 一曲 杜韋の娘）」と。「東京雑事詩」其四十には「時
かうけい うんくゎん



























１角巾釵影両依稀 角巾 釵影 両つながら依稀として
かくきん い き
２日曜天街散学帰 日曜 天街 散学して帰る
３四壁薔薇春昼永 四壁 薔薇 春は昼 永く




































































３深巷珠簾低不捲 深巷 珠簾 低くして捲かず
ま




























楼に 日 已に暮れ、長簷に 鳥 応に度るべし）」と。
わた
［酒旆］酒旗、酒屋が看板代わりに掲げる旗。唐・杜牧「贈沈学士張歌人」に「呉苑春風起、河橋

























１生本清貧処士家 生は本と 清貧 処士の家
２侯門曳履便繁華 侯門より履を曳けば 便ち繁華























































１綺懐何事最関情 綺懐 何事ぞ 最も情に関かる
あづ
２流水年華暗自驚 流水 年華 暗かに自ら驚く
ひそ
























































２妝束分明似内家 妝束 分明にして 内家に似る





















待曾玄捧翟衣（善祝を尊崇すること 今 此くの如く、共に曾玄を待ちて 翟衣を捧げん）」と。
［百折］幾重にも折れ曲がる。通常は唐・何敬「題吉州龍溪」に「奔流百折銀河通、落花滾滾浮霞













子 通く長裙を服し、帽 或いは羃 䍦を戴く。）」とあるように西域の遊牧民族に見られる習俗
あまね










けいくゎう りよう き とうじやう はいがい
（自注）
［扈従］天子が外出する時の随行、従者。漢・司馬相如「上林賦」（『文選』巻八）に「孫叔奉轡、




１天風吹断玉人簫 天風 吹き断つ 玉人の簫
２縹緲飛楼入絳霄 縹緲 飛楼 絳霄に入る
３紅葉黄花秋一角 紅葉 黄花 秋 一角


































は虚無縹緲の間に在り。楼閣 玲瓏として 五雲 起こり、其の中に綽約として仙子多し）」と。
［絳霄］空の最も高い辺り。「東京雑事詩」其五に「春城帰馬蹴花驕、回首三台近絳霄（春城 帰














































た婦の為に眉を画き、長安中 張京兆の眉憮なるを伝ふ。有司 以て敞を奏す。上 之れに問ふ




























１楼影分明一角青 楼影 分明にして 一角 青く
２尋春無路隔銅屏 春を尋ぬるに路無く 銅屏隔つ
３美人跽結朱糸韈 美人 跽 きて結ぶ 朱糸の韈
ひざまづ べつ





























かへ う どう ひろ
て 鑑を成して、屏と為し、寝所に環らしむべく、闕に詣りて投進す。帝 屏を以て迷楼に内れ















面面屏風白月生 面面の屏風 白月 生ず
数尺花茵塵不動 数尺の花茵 塵 動かず
くゎいん
































２功臣図像鬱蒼蒼 功臣 図像 鬱として蒼蒼たり
３銅人老倚宮門泣 銅人 老に宮門に倚りて泣き
つね よ
４幾見新王白髪長 幾たびか見る 新王 白髪の長きを
（自注）凡有功者鋳銅像像之、建諸通衢中、以為勧。如楠公・北白川親王・川村大将等、皆有像在
禁城内。（凡そ功有る者 銅像を鋳て之れに像り、諸通衢の中に建てて、以て勧めと為す。



















城外。（武帝の太初元年、柏梁殿 災あり。粤巫 勇之 曰く、『粤の俗、火災有れば即ち復た
さい ゑつ ふ
- 121 -
大いに屋を起こし、以て之れを厭 勝 す』と。帝 是に於いて建章宮を作り、度るに千門万戸為
えふしよう はか た
り。宮 未央宮の西、長安城の外に在り。）」とある。また、『漢書』郊祀志上に「其後又作柏
梁・銅柱・承露僊人掌之属矣。（其の後 又た柏梁・銅柱・承露僊人 掌 の属を作れり。）」とあ
せんにんしやう
り、顔師古注に「『三輔故事』云『建章宮承露盤高二十丈、大七囲、以銅為之、上有仙人掌承露、




























吾倚閭而望』。（王孫賈 年十五、閔王に事ふ。王 出で走り、王の処を失ふ。其の母 曰く、
びんわう つか
























１芻醴悤悤奠両楹 芻醴 悤悤として 両楹に奠し
すうれい そうそう りやうえい てん
２私門礼楽自昭明 私門 礼楽 自ら昭明なり
３可憐被髪伊川祭 憐れむべし 被髪 伊川の祭り































































（是に於いて 叔孫通 魯の諸生三十余人を徴さしむ。魯に両生の行くを肯 ぜざる有りて、曰
がへん
く、『公の事ふる所の者は且に十主ならんとし、皆な面諛して以て親貴を得たり。今 天下 初
























１雪水湔裙入月時 雪水 裙を湔ふ 入月の時
あら
２梅酸愁上繭黄眉 梅 酸く 愁ひ 繭黄の眉に上る
けんくゎう


































































１秋風昨夜散林皋 秋風 昨夜 林皋を散らし
りんかう
２瓦乱青楓甲第高 瓦に青楓を乱して 甲第 高し
３記得主家紅葉宴 記し得たり 主家 紅葉の宴





























































































































１積雨空庭長緑苔 積雨 空庭 緑苔長く
２玄関無事不軽開 玄関 事無きも 軽く開かず
３声声鈴索花門暗 声声 鈴索 花門 暗く



























（夜 久しくして 忽ち鈴索の動くを聞き、玉堂 西畔 響くこと丁東たり）」と。ここは呼び
鈴をいうと解した。
［花門］妓院をいう。『警世通言』巻三十三「喬彦傑一妾破家」に「全不管家中妻妾、只恋花門柳
戸、逍遥快楽。（家の妻妾には目もくれず、ひたすら妓院を恋い慕い、快楽に耽っておりまし
た。）」とあるように「花門柳戸」で妓院をいう。ここは、一篇の内容から置屋をいうと解した。
遊女や芸妓と遊ぶ場所を揚屋というのに対し、遊女、芸妓を置いておく家ということから、置屋
あげ や
と呼ぶようになった。
［羊角灯］羊の角を削って半透明にした火屋で覆った灯籠。『儒林外史』第十二回に「飲到月上時
ほ や
分、両只船上点起五六十盞羊角灯、映着月色湖光、照耀如同白日。（月がのぼる頃まで飲んでい
ると、二艘の船には五、六十もの羊角灯がともされ、月の光と湖の光に映えて、白日のように輝
いた。）」と。
［駅伝］官吏の往来や公文書の搬送に利用される宿舎、またその制度。ここは郵便配達をいう。
